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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童

の
遊
び
と
生
活
の
場
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益
の
保
障

を
目
的
と
し
て
お
り
、
個
々
の
状

況
や
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
育
成

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

基
準
で
は
、
一
教
室
の
定
員
は

概
ね
40
人
、
少
な
く
と
も
指
導
員

２
名
以
上
を
配
置
す
る
よ
う
定
め

ら
れ
て
お
り
、
屋
外
・
室
内
で
の

様
々
な
遊
び
が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
近
年
の
猛
暑
で
毎
日

の
よ
う
に
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
外

遊
び
が
で
き
ず
、
室
内
で
過
ご
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

塩
沢
み
つ
え
市
議
は
市
議
会
の

一
般
質
問
で
、
夏
休
み
期
間
中
は

ク
ラ
ブ
の
利
用
人
数
が
増
加
す
る

た
め
、
教
室
の
過
密
状
態
が
予
想

さ
れ
る
中
で
酷
暑
へ
の
対
応
を
行

わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
の

場
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
実
態
を

質
し
ま
し
た
。 

対
し
て
市
長
は
、「
夏
休
み
の
利

用
者
数
は
約
１
１
０
０
人
増
加
す

る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
過
ご
す
部

屋
に
は
す
べ
て
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
体
を
動
か
し
て
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
は
な
く
、
一
日
を
通

し
て
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
こ
と
に
な

る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
利
用

者
が
増
え
て
も
教
室
数
が
変
わ
ら

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
狭
い
環
境
で

の
事
故
発
生
の
要
因
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。 

塩
沢
市
議
は
、
学
校
と
の
連
携

に
よ
っ
て
、
使
用
教
室
を
増
や
す

な
ど
、
適
切
な
生
活
環
境
と
な
る

よ
う
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
子
ど
も
へ
の
適
切
な
支

援
・
関
り
を
行
う
上
で
放
課
後
児

童
支
援
員
の
役
割
は
重
要
で
す

が
、低
い
処
遇
と
人
手
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

塩
沢
市
議
は
、
支
援
員
の
充

足
状
況
を
質
し
、
支
援
員
が
健

康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
と
低
い
処
遇
の
改
善
を
求

め
ま
し
た
。 

市
長
は
「
職
員
配
置
は
基
準

を
満
た
し
て
い
る
」、「
有
給
休
暇

の
取
得
が
進
む
よ
う
体
制
の
充

実
、
初
任
給
の
引
き
上
げ
な
ど
、

処
遇
改
善
も
図
っ
て
き
た
」と
答

弁
し
ま
し
た
。 

塩
沢
市
議
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
過
密
な
現
状
の
実
態

調
査
を
丁
寧
に
行
っ
た
上
で
、子

ど
も
の
最
善
の
利
益
の
保
障
が

実
現
で
き
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
求

め
ま
し
た
。 

 

 
 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
改
善
求
め
る 

最
善
の
利
益
保
障
の
運
営
に 

し
げ
む
ら
幸
司 

 
 

 
 

決
意
を
語
る 

広
島
６
区 

予
定
候
補 

戦後最大の分岐点！戦争国家にさせない！ 
【目前に迫っている解散総選挙を前に、小選挙区広島６区の予定候補、しげむら幸司（重村・こうじ）さんが決

起集会で決意を語りました。一部をご紹介します。】 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

石破首相は、憲法 9条を変えるという点では、安倍さん（安倍元首相） 

よりも直球で、そのやり方ではダメだと批判していました。憲法９条の１ 

項、2項は無くして、「国防軍」を明記した憲法にするべきだというくらい 

の憲法改憲論者であり、さらには徴兵制論者。核兵器については、アメリ 

カの核兵器を持ち込んでアメリカと共同で運用するということまで公言 

している、核戦争も辞さないという人物です。 

そんな政治家がトップになるということ自体が、日本がおかしな方向へ 

傾いてしまっているということではないでしょうか。 

日本共産党は１０２年、命がけで戦争反対、戦争をしてはいけないんだと 

いうことを貫いてきた。そして国民一人ひとりの命と人生が大切なのだと 

いうことを主張し続けてきた政党です。 

いま、戦後政治最大の分岐点を向かえています。平和国家なのか、戦争 

国家なのかという、この大きな分岐点の下で、絶対に戦争国家にさせない。 

この思いで立候補を決意いたしました。 

みなさんも同じ想いだと思います。普通に暮らしている人が、戦争など望むわけがない。国民のみなさん 

に大いに訴えて勝ち抜いていきたい。大平さんの議席を奪還したい。こういう思いで頑張りますのでどうぞ 

よろしくお願いいたします。 


